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政
策
・
制
度
解
説
コ
ー
ナ
ー

金
属
労
協
が

置
か
れ
て
い
る
現
状

　

2
0
2
2
年
11
月
、
O
p
e
n 
A
I

社
に
よ
る
「
C
h
a
t
G
P
T
」
の
発
表

を
皮
切
り
に
、
Ａ
Ｉ
は
飛
躍
的
な
技
術
革

新
を
迎
え
た
。
内
閣
府
は
、「
従
来
型
Ａ

Ｉ
の
導
入
は
企
業
レ
ベ
ル
の
生
産
性
を
０

～
11
％
向
上
さ
せ
、
生
成
Ａ
Ｉ
は
タ
ス
ク

レ
ベ
ル
の
生
産
性
を
10
～
56
％
向
上
さ
せ

た
」
と
報
告
し
て
い
る
。
人
手
不
足
に
喘

ぐ
日
本
に
お
い
て
、
Ａ
Ｉ
の
必
要
性
は
明

白
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
Ａ
Ｉ
は
労
働
者
の
生
産
性
を

向
上
さ
せ
う
る
一
方
で
、
雇
用
の
代
替
や

労
働
者
の
監
視
等
の
リ
ス
ク
も
あ
る
。

　

Ａ
Ｉ
に
よ
る
代
替
可
能
性
は
職
業
の

職
務
内
容
に
よ
っ
て
異
な
り
、
事
務
的
タ

ス
ク
の
シ
ェ
ア
が
大
き
く
、
意
思
決
定
の

重
要
性
が
低
い
職
業
は
Ａ
Ｉ
に
よ
る
代
替

性
が
高
い
。
こ
う
し
た
職
業
の
就
業
者
に

は
女
性
や
非
正
規
雇
用
で
働
く
労
働
者

が
多
く
、
性
別
や
雇
用
形
態
に
よ
る
格
差

拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

労
働
者
に
対
す
る
監
視
強
化
と
い
う

点
で
は
、
欧
州
議
会
の
調
査
部
門
で
あ
る

Ｅ
Ｐ
Ｒ
Ｓ
に
よ
る
と
、
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
使

用
者
が
「
職
場
内
外
で
の
企
業
の
監
視
能

力
を
高
め
、
労
働
者
の
私
生
活
や
空
間
に

侵
入
し
」、「
労
働
組
合
活
動
の
妨
害
」
を

引
き
起
こ
し
う
る
と
報
告
し
て
い
る
。
Ａ

Ｉ
を
労
働
者
の
監
視
に
用
い
る
こ
と
は
、

労
働
者
の
基
本
的
人
権
や
個
人
の
尊
厳

を
毀
損
す
る
行
為
で
あ
る
た
め
、
規
制
が

必
要
で
あ
る
。

Ｅ
Ｕ
と
日
本
政
府
の

取
り
組
み

　

近
年
、Ａ
Ｉ
に
対
す
る
法
規
制
を
検
討
・

実
施
す
る
国
家
主
体
が
増
え
て
い
る
。
本

稿
で
は
Ｅ
Ｕ
と
日
本
政
府
の
事
例
を
紹

介
す
る
。

切
な
Ａ
Ｉ
に
よ
る
求
職
者
の
選
別
な
ど

の
懸
念
に
対
し
、
政
府
は
実
態
の
把
握
に

努
め
、
技
術
的
対
応
含
む
必
要
な
対
策

を
検
討
す
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
同
月
、

「
人
工
知
能
関
連
技
術
の
研
究
開
発
及
び

活
用
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案
」（
以
下
、

Ａ
Ｉ
法
案
）
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。「
Ａ

Ｉ
法
案
」
に
よ
り
、
国
は
Ａ
Ｉ
に
関
す
る

研
究
開
発
促
進
や
人
材
確
保
、
教
育
振

興
を
行
う
ほ
か
、
国
際
的
な
規
範
策
定
の

参
画
・
主
導
、
国
民
の
権
利
利
益
を
侵
害

す
る
事
案
へ
の
調
査
、
事
業
者
・
国
民
へ

の
指
導
、
助
言
を
行
う
と
し
て
い
る
。
加

え
て
、「
Ａ
Ｉ
戦
略
本
部
」
が
設
置
さ
れ
、

上
記
取
り
組
み
の
た
め
実
施
す
べ
き
施

策
の
基
本
的
方
針
を
定
め
る
「
Ａ
Ｉ
基
本

計
画
」
が
今
後
検
討
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。

　

以
上
で
Ａ
Ｉ
を
取
り
ま
く
情
勢
と
Ｅ

Ｕ
・
日
本
政
府
の
政
策
を
紹
介
し
た
が
、

次
の
段
落
で
は
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
た
金

属
労
協
の
政
策
を
紹
介
す
る
。

　

2
0
2
4
年
、
Ｅ
Ｕ
は
人
間
中
心
の
信

頼
で
き
る
Ａ
Ｉ
の
導
入
を
促
進
す
る
こ

と
、
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
の
有
害
な
影
響
に
対

し
て
、
健
康
、
安
全
、
民
主
主
義
、
法
の

支
配
、
環
境
保
護
等
の
基
本
的
権
利
の
保

護
を
確
保
す
る
こ
と
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、「
Ａ
Ｉ

規
制
法
」
を
施
行
し
た
。
こ
の
法
の
特
徴

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
の
機
能

ご
と
に
「
容
認
で
き
な
い
リ
ス
ク
」、「
ハ

イ
リ
ス
ク
」、「
限
定
的
リ
ス
ク
」、「
最
小

限
リ
ス
ク
」
の
４
つ
の
レ
ベ
ル
を
設
定
し
、

各
々
の
リ
ス
ク
に
応
じ
た
厳
し
さ
の
規
制

を
行
う
「
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
ア
プ
ロ
ー
チ
」

を
採
用
し
た
点
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ス
ク

に
指
定
さ
れ
る
機
能
は
図
の
と
お
り
で

あ
る
。

　

2
0
2
5
年
２
月
、
日
本
政
府
は
Ａ
Ｉ

政
策
や
法
規
制
の
あ
り
方
を
議
論
し
て

い
た
「
Ａ
Ｉ
戦
略
会
議
」「
Ａ
Ｉ
制
度
研

究
会
」
の
「
中
間
と
り
ま
と
め
」
を
公
表

し
た
。「
中
間
と
り
ま
と
め
」
で
は
、
不
適
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金
属
労
協
が
提
案
す
る

Ａ
Ｉ
政
策
に
つ
い
て

　

金
属
労
協
が
策
定
し
た
Ａ
Ｉ
に
関
わ
る

政
策
は
、
大
き
く
①
Ａ
Ｉ
の
活
用
を
推
進

す
る
政
策
、
②
Ａ
Ｉ
の
悪
用
を
防
ぐ
政
策
、

の
２
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
の
２
種
の
政

策
は
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
生
産
性
向
上
の
達
成

と
Ａ
Ｉ
に
よ
る
労
働
者
の
権
利
侵
害
の
防

を
促
進
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
日
本

に
お
い
て
も
Ａ
Ｉ
の
活
用
を
推
進
し
な

が
ら
労
働
者
に
対
す
る
権
利
侵
害
の
防

止
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
Ａ
Ｉ
戦
略
会
議
」
と
「
Ａ
Ｉ
制

度
研
究
会
」
の
構
成
員
に
は
労
働
組
合
関

係
者
が
い
な
い
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
Ａ
Ｉ
と
い
う
技
術
に
お
い
て
労
働
者

は
、
受
益
者
に
も
権
利
侵
害
の
加
害
者
に

も
な
り
う
る
特
殊
な
立
ち
位
置
に
い
る
。

そ
の
た
め
、
労
働
組
合
関
係
者
が
Ａ
Ｉ

に
関
す
る
基
本
政
策
の
議
論
を
行
う
公

的
な
会
議
体
に
参
画
し
て
い
な
け
れ
ば
、

労
働
者
が
Ａ
Ｉ
の
恩
恵
を
享
受
し
、
権
利

侵
害
か
ら
身
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
社

会
を
実
現
す
る
こ
と
は
難
し
い

お
わ
り
に

　

労
働
者
に
と
っ
て
Ａ
Ｉ
と
い
う
技
術

は
、
生
産
性
の
向
上
と
い
う
正
の
側
面

と
労
働
者
の
権
利
の
侵
害
と
い
う
負
の

側
面
の
両
方
が
あ
る
。
リ
ス
ク
対
応
と

Ａ
Ｉ
の
健
全
な
利
活
用
の
推
進
が
、
労

働
者
の
権
利
を
保
障
し
、
生
産
性
を
向
上

さ
せ
る
可
能
性
を
高
め
る
。
金
属
労
協

は
、
こ
う
し
た
政
策
を
国
に
積
極
的
に
提

案
し
、
労
働
者
に
明
る
い
未
来
を
も
た
ら

す
こ
と
が
役
割
の
一
つ
で
あ
る
た
め
、
関

係
省
庁
に
力
強
く
働
き
か
け
た
い
。

止
の
両
面
か
ら
必
要
で
あ
る
。

Ａ
Ｉ
の
活
用
を
推
進
す
る
政
策

　

ま
ず
１
つ
目
に
、
Ａ
Ｉ
の
活
用
を
推
進

す
る
政
策
と
し
て
以
下
の
２
項
目
を
掲

げ
た
。

・
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）を
安
心
し
て
活
用

す
る
た
め
に
、
Ａ
Ｉ
の
信
頼
性
を
高
め

る
た
め
の
研
究
・
開
発
へ
の
支
援
を
拡

充
す
る
こ
と
。

・
日
本
企
業
が
開
発
す
る
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム

等
の
市
場
形
成
を
促
す
た
め
、
政
府

は
日
本
企
業
へ
の
戦
略
的
調
達
に
よ

る
Ａ
Ｉ
の
社
会
実
装
を
促
進
す
る
こ

と
。

　

仮
に
C
h
a
t
G
P
T
の
よ
う
な
生

成
Ａ
Ｉ
の
開
発
を
日
本
の
企
業
が
実
施

す
る
場
合
、
大
量
の
計
算
資
源
と
高
度

な
知
識
を
持
っ
た
専
門
人
材
の
確
保
の

観
点
か
ら
莫
大
な
資
金
が
必
要
と
な
る
。

企
業
が
行
う
研
究
開
発
は
、
単
に
そ
れ

の
み
で
は
利
益
が
生
ま
れ
な
い
た
め
、
政

府
に
よ
る
支
援
が
必
須
で
あ
る
。
近
年

中
国
が
圧
倒
的
な
経
済
発
展
を
実
現
し

て
い
る
の
は
、
政
府
に
よ
る
成
長
産
業
へ

の
集
中
的
な
支
援
が
実
施
さ
れ
て
い
る

か
ら
と
い
う
面
が
あ
る
。

　

そ
し
て
、
日
本
企
業
に
は
技
術
で
勝
っ

て
ビ
ジ
ネ
ス
で
負
け
る
と
い
う
弱
点
が

あ
る
。
Ａ
Ｉ
含
め
技
術
の
「
実
証
」
の
繰

り
返
し
だ
け
で
は
実
社
会
へ
の
「
実
装
」

は
不
可
能
だ
。
政
府
は
、
Ａ
Ｉ
等
の
先
進

的
技
術
の
社
会
実
装
を
支
援
す
る
た
め
、

日
本
企
業
か
ら
の
戦
略
的
調
達
を
実
施

し
、
競
争
力
を
確
保
で
き
る
政
策
を
実

施
す
べ
き
で
あ
る
。

Ａ
Ｉ
の
悪
用
を
防
ぐ
政
策

　

次
に
Ａ
Ｉ
の
悪
用
を
防
ぐ
政
策
と
し

て
は
以
下
の
２
項
目
と
し
た
。

・
日
本
の
Ａ
Ｉ
に
関
す
る
規
制
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
は
企
業
の
Ａ
Ｉ
の
利
用
状
況

の
実
態
を
把
握
し
た
う
え
で
、
Ｅ
Ｕ
の

「
Ａ
Ｉ
規
制
法
」を
参
照
し
、
整
合
・
発

展
さ
せ
た
制
度
設
計
を
行
う
こ
と
。
特

に
、
労
働
者
の
監
視
や
労
働
組
合
活
動

の
阻
害
等
へ
の
Ａ
Ｉ
の
利
用
は
禁
止
す

る
こ
と
。
こ
れ
ら
を
検
討
す
る
際
は
、

雇
用
や
労
働
条
件
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
労
働
組
合
関
係
者

を
審
議
会
等
の
委
員
と
し
て
参
加
さ

せ
る
こ
と
。

・
Ａ
Ｉ
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
が
人
事
シ
ス
テ

ム
等
に
お
い
て
偏
見
と
差
別
を
助
長

し
な
い
よ
う
、
利
用
さ
れ
る
ア
ル
ゴ
リ

ズ
ム
・
収
集
す
る
デ
ー
タ
・
決
定
方
法

に
つ
い
て
、
使
用
者
に
詳
し
い
情
報
提

供
を
義
務
付
け
、
労
使
協
議
の
対
象

と
す
る
こ
と
。

　

上
述
し
た
Ｅ
Ｕ
の
「
Ａ
Ｉ
規
制
法
」
は
、

人
々
の
安
全
と
基
本
的
な
権
利
を
守
り

な
が
ら
、
Ａ
Ｉ
技
術
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

EU AI 規則の概要（欧州連合日本政府代表部）
（https://www.eu.emb-japan.go.jp/files/100741144.pdf）より金属労協作成


